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1．組織の概要 

 

 
【事業所名】 大邦テクノプラント株式会社 

 

 

【代表者名】 代表取締役 藤森 健  

   

 

【所在地】 〒731-0102 広島県広島市安佐南区川内 6丁目 26-4 

 

 

【環境管理責任者氏名及び連絡先】 

 環境管理責任者 池田 智亮 

 TEL：082-876-0180 

 FAX：082-876-1770 

 E-mail：info@taiho-t.co.jp 

 

 

【事業活動内容】 電気設備・情報通信設備の設計・計画・工事 

 

 

 ＜建設業許可＞ 

 許可番号  広島県知事 許可（特-2）第 001229 号 

 許可の有効期限  2025 年（令和 7年）10 月 14 日 

 建設業の種類   電気工事業、電気通信工事業 

 電気工事届出番号 広島県知事届出 第 46115号 

 

 

【事業規模】 

 設立年月日 1962 年（昭和 37 年）3 月 6 日 

 資本金 3,000 万円 

 完成工事高 648,700 千円 

 総従業員数 1３人（202３年 1１月２５日現在） 

 事業所延べ床面積 592.96 ㎡ 

 

 

 

２．対象範囲 
 

 

【認証・登録範囲】 

    対象事業所：本社 

    対象活動 ：全活動 
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3．環境経営方針 

 

 
〈環境経営方針〉 

 

大邦テクノプラント株式会社は、電気設備工事を通して地域の環境保全活動に積極的に参

画し、環境に配慮した経済活動を以て、従業員の安全と健康を第一に地域社会の発展と地

球環境保全を目指して継続的な改善に取り組んで参ります。 

 

 

 

〈行動指針〉 

 

1. 環境関連法規制を遵守します。 

 

2. 事業活動における CO2 排出量の削減に努めます。 

 

3. 事業活動における廃棄物分別の徹底と排出量削減に努めます。 

 

4. 建設現場等での建設リサイクル、再生資源の利用を推進します。 

 

5. 適切な利用により水使用量の削減に努めます。 

 

6. 地域貢献活動を推進します。 

 

7. 環境に配慮した設計・施工に努めます。 

 

8. 快適な職場づくりを目指し、従業員の健康づくりに努めます。 

 

9. 環境経営レポートを毎年作成し、全従業員に周知し、且つ一般に公開します。 

 

 

 

 

 

制定日：2020年 9月 1 日 

改定日：2022年 9月 1 日 

 

 

大邦テクノプラント株式会社 

工事部工事課部長 村上 錦司 
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4．環境管理実施体制 
 

エコアクション 21 実施体制図 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者 

工事部工事課部長 

村上 錦司 

・環境経営に関する統括責任 

・環境管理責任者を任命 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境経営目標・環境経営計画書を承認 

・環境経営レポート承認 

環境管理責任者 

池田 智亮 

・環境経営システムを構築・実施・管理 

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認 

・環境経営目標・環境経営計画書を確認 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括 

・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告 

・環境経営レポートの確認 

・環境関連法規制等遵守評価の実施 

環境事務局 

玉木 光一郎 

・環境管理責任者の補佐 

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成 

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成 

・環境教育訓練計画の作成と実施 

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む） 

・環境経営目標の実績集計、評価 

・環境経営レポートの作成及びチェック、公開 

工事部・総務課 

部門長 

・自部門における環境経営システムの運用 

・自部門の問題点の発見・是正・予防措置 

・自部門に関連する法規制等を遵守する 

・自部門の教育を実施する 

全従業員 
・環境経営方針を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚 

・環境経営システムの自主参加 

工事部工事課部長 

村上 錦司 

環境管理責任者 

池田 智亮 

環境事務局  

玉木光一郎 

工事部 総務課 
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5．環境経営目標・実績 2022 年 1２月～2023 年 11 月 

 

○環境経営目標の達成手段○ 
１．二酸化炭素排出量の削減 

取組目標 達成手段 

1 電力使用量の削減 

1 エアコンの適正使用（室内：夏 28℃、冬 20℃） 

2 不要な照明の消灯 

3 不使用パソコンの電源消灯 

2 ガソリン・軽油使用量の削減 
1 エコドライブの推進 

2 車両の定期点検 

 

2．廃棄物排出量の削減 
取組目標 達成手段 

1 一般廃棄物排出量の削減 

1 分別の徹底 

2 ペーパーレス化の推進 

3 両面印刷の促進 

2 
産業廃棄物(建設混合廃棄物) 

排出量の削減 

1 産業廃棄物の適正な処理 

2 マニフェストの管理の徹底 

3 建設リサイクルの推進 
1 特定建設資材の適正な処理 

2 再生資源を積極的に利用 

 

3．水使用量の削減 
取組目標 達成手段 

1 水使用量の削減 1 各自で節水、掲示物の取付 

 

4．快適な職場づくり 
取組目標 達成手段 

1 時間外の削減 1 月 1４時間/人以内 

2 有休取得率の向上 2 有休取得６日/年 

 

５．中期環境経営実績（62 期：2022 年 12 月１日～2023 年 11 月 3０日） 
               

 

 

基準年度実績 

(2021 年) 

本年度実績 

2022 年 12 月~2023 年 11 月 

中期目標 

2023 年 2024 年 

(基準値) (目標) (実績) (達成度) (目標) (目標) 

電力使用量の削減 
kWh 23,515 23,045 19.051 

121% 
22,810 22,574 

対基準年  △2％  △3％ △4％ 

二酸化炭素排出量① kg-CO2 14,956 14,657 12,116  14,507 14,358 

ガソリン･軽油 

使用量の削減 

L 9,649 9,456 8,207 
115% 

9,360 9,263 

対基準年  △2％  △3％ △4％ 

二酸化炭素排出量② kg-CO2 22,750 22,295 19,359  22,068 21,840 

二酸化炭素排出量 

計 ①+② 
kg-CO2 37,706 36,952 31,475 117% 36,575 36,198 

一般廃棄物の削減 

(可燃ごみ) 

kg 137 134 114 118% 133 132 

対基準年  △2％   △3％ △4％ 

年 度 

項 目 

４ / １４ 



 

 

産業廃棄物の削減 

(建設混合廃棄物) 

kg 3,150 3,087 1,300 237% 3,056 3,024 

対基準年  △2％   △3％ △4％ 

建設リサイクルの推進 

特定建設資材の適正な処理 
％ 100％ 100％ 84％ × 85％ 86％ 

水使用量の削減 
㎥ 209 205 236 87% 203 201 

対基準年  △2％   △3％ △4％ 

快適な職場づくり 

時間外 

時間 
2,266 2,221 1,837 121% 2,198 2,175 

対基準年  △2％   △3％ △4％ 

環境に配慮した施工 ％ 100％ 100％ 100％ 〇 100％ 100％ 

※電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、中国電力2018年度実績0.636kg-CO2/kWh （調整後排出係数を使用） 

※一般廃棄物は可燃ごみを対象とし有価物は除く。※事務所、工事現場ともに環境負荷は低いため、一括して目標設定

する。 

 

6．環境経営計画の結果とその評価 (2022 年 12 月～2023 年 11 月) 

方針 目標数値 実績 評価 

二酸化炭素排出量（kg-CO2） 

 
電力使用量の削減 14,657 12,116 ○ 

自動車燃料の削減（ｶﾞｿﾘﾝ,軽油） 22,295 19,359 ○ 

廃棄物排出量の削減 （kg） 

 
一般廃棄物の削減 134 114 ○ 

産廃（建設混合廃棄物）の削減 3,087 1,300 〇 

建設リサイクルの推進 （%） 100 84 × 

水使用量の削減 （㎥） 205 236 × 

化学物質の適正管理 適正管理 適正管理 〇 

快適な職場づくり （時間） 2,221 1,837 ○ 

環境に配慮した施工 （%） 100 100 〇 

※結果と評価については別途添付原価単位評価にても確認・評価を行うこととする。 
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７．原価単位における実績とその評価 (５９期～６2 期) 

 

○売上と電力量(kWh)における原単位評価 

 

 
 

 
 

◇達成状況/是正策 (実施責任者) 

今期では原単位 0.25(kWh/円)を目標としていましたが達成をすることが出来ま

した。 

売上が上がっても電力量の削減が出来ており、各々が工夫しながら業務を行って

くれたからだと思います。引続き継続していきます。 

 

◇評価/指示 (環境管理責任者・代表者) 

来期は原単位 0.15(kWh/円)を目標に進めましょう。電力削減はこまめに電気を

消す、エアコンの温度を適正にする等、各々が気に掛けることで削減が出来る項

目です。目標値を周知することで達成出来るように努めて下さい。また、残業も

電気量に関係をしてきますので削減が出来るように引き続きよろしくお願いしま

す。  

売上げ(万円) 電力量(kWh) 電力量原単位(kWh/円)

59期 51,187 12,209 0.24

60期 39,248 13,246 0.34

61期 57,126 14,956 0.26

62期 64,870 12,116 0.19



 

 

○売上と自動車燃料(L)における原単位評価 

 

 
 

 
 

◇達成状況/是正策 (実施責任者) 

売上と共に増加していたが、今期については減少した。また、目標値について

も達成が出来ました。現場の所在地で増減があるとは思いますが、運転者の意

識向上が少なからずあるのではないと思います。 

 

◇評価/指示 (環境管理責任者・代表者) 

燃料の使用量が減少し、目標が達成出来たことは素晴らしい事だと思います。

来期は安全運転管理者と相談をしながら進めていきましょう。また、社有車の

買替を検討していますので、1 台でもエコカーを導入し削減に努めていきまし

ょう。 

売上げ(万円) 自動車燃料(L) 自動車燃料原単位(L/円)

59期 51,187 6,690 0.13

60期 39,248 6,308 0.16

61期 57,126 9,424 0.16

62期 64,870 8,207 0.13
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○売上と二酸化炭素排出量(kg-CO2)における原単位評価 

 

 
 

 
 

◇達成状況/是正策 (実施責任者) 

原単位 0.55(kg-CO2/円)を目標としていましたが、二酸化炭素の排出量自体

を削減をすることも出来、目標を達成することが出来ました。 

来期も削減が出来るように継続をしていきたい。 

 

◇評価/指示 (環境管理責任者・代表者) 

売上が上がることにより業務が増えてきている中で二酸化炭素の排出量が削減

出来た事は、それぞれが意識して業務を行えているからだと思います。 

年末から年度末にかけての繁忙期に業務を効率的に、残業を削減するかにもよ

って二酸化炭素の排出量削減に大きく関わると思いますので各上長へ残業の管

理、業務の平準化を指示していきましょう。 

引続きこの状態が保てるように目標値の周知、声掛けをお願いします。 

売上げ(万円)

59期 51,187

60期 39,248

61期 57,126

62期 64,870

37,117 0.65

31,475 0.49

二酸化炭素排出量(kg-CO2) 二酸化炭素排出量原単位(kg-CO2/円)

28,205 0.55

28,196 0.72



 

 

○売上と一般廃棄物(kg)における原単位評価 

 

 
 

 
 

◇達成状況/是正策 (実施責任者) 

目標として原単位(0.20kg/円)としていましたが、今期も削減が出来ました。

60 期から考えると順調に削減が出来ています。今後も引続き削減できるよう

に進めていきたいと思います。 

 

◇評価/指示 (環境管理責任者・代表者) 

売上が低かったこともありますが、60 期より削減出来ており各々の意識ある

行動が数値として現れました。売上があがると増える傾向にもあると思います

ので忙しい中でも削減が出来るように周知・声掛けをお願いします。 

また、改めて分別の仕方を周知して進めてください。 

 

 

売上げ(万円) 一般廃棄物(kg) 一般廃棄物原単位(kg/円)

59期 51,187 160 0.31

60期 39,248 127 0.32

61期 57,126 137 0.24

62期 64,870 114 0.18
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○売上と産廃(建設混合廃棄物)(kg)における原単位評価 

 

 
 

 
 

◇達成状況/是正策 (実施責任者) 

2022 年 12 月より廃プラ、金属、段ボールの分別回収を開始、2023 年 3 月

より紙ごみついて溶解処分を開始した。それによって、混合廃棄物の排出量を

減らすことが出来ました。回収ボックスを別にすることにより各担当者の分別

の意識向上に繋がったと思います。引続き実施をして行きたいと思います。 

 

◇評価/指示 (環境管理責任者・代表者) 

61 期より分別の意識が向上してきたように思います。今期についてはそれ以

上に意識が出来、分別することで混合廃棄物の削減が出来たと思います。引続

き継続をするとともに、産業廃棄物自体の削減が出来るように進めてくださ

い。また、建設リサイクルの実態を把握し今年度の 84%より向上できるように

お願いします。 

売上げ(万円)

59期 51,187

60期 39,248

61期 57,126

62期 64,870

3,100 0.05

1,300 0.02

産廃(建設混合廃棄物)(kg) 産廃(建設混合廃棄物)原単位(kg/円)

8,918 0.17

7,618 0.19
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○売上と水道量(㎥)における原単位評価 

 

 
 

 
 

◇達成状況/是正策 (実施責任者) 

水道量は前期より比べ増加した。売上も上がっていることにより原単位は微減

した。 

来期は原単位 0.35(㎥/円)以下を目標とし周知を行っていきたい。 

 

◇評価/指示 (環境管理責任者・代表者) 

業務量増となって、水道量も増えていますが、原単位的には減少傾向です。数

値だけでなく、減少傾向である事を担当者に伝え、引続き削減出来るようにお

願いします。来期については原単位 0.35(㎥/円)を目標とするとのことなので

こまめな節水を再度周知し継続的な指導をお願いします。 

 

売上げ(万円) 水道量(㎥) 水道量原単位(㎥/円)

59期 51,187 199 0.39

60期 39,248 164 0.42

61期 57,126 209 0.37

62期 64,870 236 0.36
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○売上と残業時間(時間)における原単位評価 

 

 
 

 
 

◇達成状況/是正策 (実施責任者) 

会社としても残業時間の削減を目標に掲げている為、より各々が意識高く取組

みをして頂けました。繁忙期に残業が増えないように各担当者にアナウンスを

して行きたい。 

 

◇評価/指示 (環境管理責任者・代表者) 

エコアクションでの目標、会社としての目標を両方達成が出来ました。 

今後も引続き継続を進めると共に一人に業務が集中しないように声掛けをして

行きましょう。また、残業の削減をすることで電力量・二酸化炭素の排出量の

削減に繋がります。年末、年度末の繁忙期を協力して削減に取り組みましょ

う。 

 

売上げ(万円) 残業時間(時間) 残業時間原単位(時間/円)

59期 51,187 1,755 0.34

60期 39,248 1,911 0.49

61期 57,126 2,266 0.40

62期 64,870 1,837 0.28
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８．環境関連法規等の遵守状況及び違反訴訟などの有無 
2023 年 11 月に下記の環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反は有りませんでした。

また、関係機関からの指摘、利害関係者等からの訴訟も有りませんでした。 

主な環境関連法規名 主な遵守事項 
遵守

状況 

建設リサイクル法 

(建設工事に係る資材の再資源

化等に関する法律) 

建設廃棄物の発生とリサイクル推進特定建設

資材廃棄物の分別・再資源化 
○ 

廃棄物処理法 

(排出事業者として) 

産業廃棄物処分委託 

マニフェストの交付・管理 

産業廃棄物の保管基準 

○ 

フロン排出抑制法 
室外機の圧縮機の電気出力が 7.5kW 未満のエ

アコンは、３か月に１回簡易点検 
○ 

道路交通法 
年 1 回の安全運転管理者等の法定講習の受講 

毎月の車両点検、運行管理月報の作成 
○ 

 

 

９．代表者による全体の評価と見直し 

 
産業界では技術の進歩に伴い半導体の必要性も日々高まっている中、世の中の情勢は、

コロナ禍が終わりつつありますがコロナ禍の影響が残っている点、ロシアのウクライナ侵

攻により半導体市場へ大きな影響を与えております。電気工事を主体としている当社にと

っても影響が出ております。半導体の影響により機器メーカー様からの制御盤製作の遅延

（約 1年）、ケーブル・電材も手に入りにくい状況で、社員一丸となって設備を納めて行

っております。 
当社は良い地球環境や自然環境を次世代に残すための取り組みの大切さを社員全員が認

識し、3 年目のエコアクション 21 の取り組みを行いました。 

1 年間の取り組みを振り返るなかで結果が出ず、担当者のモチベーションの低下を心配す

る部分もありました。評価基準に原価単位評価を取り入れることで、業績・業務量に応じ

た評価が可能となりました。来期の取組みでは、原価単位評価内容を随時共有すること

で、取り組みの成果を見える化し、さらなる改善活動に従事したいです。 

また、建設リサイクルの推進については実態が把握できておらず、基準・目標が間違って

いました。来年度は実態を元に再度基準・目標を設定し進めていきたいです。 

 来期は社有車の買替を検討しております。全台とはいきませんが、1 台でもエコカー

（プリウス等）の購入を検討します。 

依然として継続するコロナ禍にあって働き方や快適な職場づくりは今後も需要な課題で

あると考えられます。情報共有と社内コミュニケーションを強化し業務の集中化を防ぐと

ともに労働時間の平滑化を図り改善して行くことで心身ともに健康的な職場づくりを進め

ていきましょう。 
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１０．次年度の環境経営計画及び目標 

 

環境経営計画（6３期：202３年 12 月１日～202４年 11 月 3０日） 
１．二酸化炭素排出量の削減 

取組目標 達成手段 

1 電力使用量の削減 

1 エアコンの適正使用（室内：夏 28℃、冬 20℃） 

2 不要な照明の消灯 

3 不使用パソコンの電源消灯 

2 ガソリン・軽油使用量の削減 
1 エコドライブの推進 

2 車両の定期点検 

 

2．廃棄物排出量の削減 
取組目標 達成手段 

1 一般廃棄物排出量の削減 

1 分別の徹底 

2 ペーパーレス化の推進 

3 両面印刷の促進 

2 
産業廃棄物(建設混合廃棄物) 

排出量の削減 

1 産業廃棄物の適正な分別・処理と紙のリサイクル 

2 マニフェストの管理の徹底 

3 建設リサイクルの推進 
1 特定建設資材の適正な処理 

2 再生資源を積極的に利用 

 

3．水使用量の削減 
取組目標 達成手段 

1 水使用量の削減 1 各自で節水、掲示物の取付 

 

4．快適な職場づくり 
取組目標 達成手段 

1 時間外の削減 1 月 10 時間/人以内（早朝移動残業は除く） 

2 有休取得率の向上 2 有休取得６日/年 

 

中期環境経営目標（63 期：2023 年 12 月１日～2024 年 11 月 3０日） 

環境経営目標 単位 
基準年 目標 

2021 年度 

（60 期） 

2024 年度 

（63 期） 

2025 年度 

（64 期） 

2026 年度 

（65 期） 

1.二酸化炭素排出量の削

減 

kg-

CO2 
37,705 (3%減) 36,574 (4%減) 36,197 (5%減) 35,820 

 

(1)電気使用量削減 kWh 23,515 (3%減) 22,810 (4%減) 22,574 (5%減) 22,339 

(2)ガソリン使用量削減 L 8,435 (3%減) 8,182 (4%減) 8,098 (5%減) 8,013 

(3)軽油使用量削減 L 1,214 (3%減)1,178 (4%減) 1,165 (5%減) 1,153 

2.一般廃棄物排出量の削減 kg 137 (3%減) 133 (4%減) 132 (5%減) 130 

３.産廃排出量の削減 kg 3,150 (3%減) 3,056 (4%減) 3,024 (5%減) 2,993 

４.水使用量の削減 ㎥ 209 (3%減) 203 (4%減) 201 (5%減) 199 

５.快適な職場づくり 時間 2,266 (3%減) 2,198 (4%減) 2,175 (5%減) 2,153 

※電力の二酸化炭素排出量への排出係数は、中国電力2018年度実績0.636kg-CO2/kWh （調整後排出係数を使用） 

※一般廃棄物は可燃ごみを対象とし有価物は除く。事務所、工事現場ともに環境負荷は低いため、一括して目標設定す

る。 

※64 期は 2024 年 12 月 1 日～2025 年 11 月 3０日 

※65 期は 2025 年 12 月 1 日～2026 年 11 月 3０日 
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